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昨
年
二
月
は
思
ひ
も
か
け
ず
御
歌
会
に
召
人
の
子
を
賜
は
り
、
大
勢
の
方
々
か
ら

れ
詞
を
頂
き
、
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
し
た
。
十
月
に
は
海
洋
前
年
会
議
に
招
択
て

波
米
、
潮
日
　
潮
境
を
詳
演
、
多
く
の
海
洋
学
者
と
語
り
合
い
、
右
益
で
し
た
。

海
ヤ
公
園
も
冬
は
阿
占
、
夏
秋
は
能
登
、
熊
野
と
漁
村
を
調
杏
一、
海
を
守
る
の
に

そ
令
で
す
。
海
洋
冴
鬼
え
も
片
付
き

一
姜
Ｃ
し
ま
し
た
。
毎
日
隣
の
系
た
ち
が
朝

か
ら
脈
は
し
て
く
れ
ま
す
。
徘
句
、
歌
で
頭
を
新
鮮
に
、
諸
咸
を
ぶ
掛
け
ま
し
ょ

う
。
皆
様
の
御
使
勝
を
析
り
て
、
近
沈
報
を
ま
で
。
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